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小学校区における医療提供体制に向けた可視化による意思決定支援システムの開発 

 
研究分担者 渡邉暁洋 岡山大学学術研究院医歯薬学域 災害医療マネジメント学講座 助教 

研究協力者 祖父江 俊介 グーグル・クラウド・ジャパン合同会社パブリックセクター本部  

三笠 毅 日本事務器株式会社 中四国支社 岡山営業所 所長 

中谷 泰久 ネットクリエイツ株式会社 経営企画室 室長  

伊藤 友祐 ネットクリエイツ株式会社 技術部 部長 

山崎 亮太 ネットクリエイツ株式会社 技術部 技術員 
 

研究要旨： 

災害時には、膨大なデータを扱う場面、かたや非常に少ないデータのなかで 必要な情報を限

られた時間の中、素早く正確に読み解く必要がある。災害対応者は、その限られた情報の中で、

意思決定を行う必要がある。そこで災害時における医療対応を進めるための情報処理を効率的

に行うためのツールの開発が求められている。現在、広域災害救急医療情報システム（EMIS）や

被災地情報を集約する情報システム（SIP4D、D24H）、災害診療記録及び災害時診療概況報告

システム（J-SPEED）などが災害時に活用され、災害時の情報整理の一翼を担っている。 

本研究では、災害時における、医療提供体制を地域最小単位である小学校区において、医療

機関や避難所情報など、医療における需要と供給のバランスを是正する意思決定支援システム

の開発を行うことを目的とし、Google アプリで無償運用できる範囲において開発を行うこととした。

システム開発の流れは、データの収集・蓄積・統合から構成され、収集は Google Form、蓄積・統

合は Google Sheetsを用いた。またこれらの集計・分析には計算式を入れた、Google Sheetを作

成してデータベース化を行った。さらにこれらを意思決定支援システムとするために Googleデー

タポータルを用いて可視化を行った。このようなシステムを、医療機関、小学校区における災害

対策本部とくに医療本部において活用することで、人的資源の少ない中、より効率的な支援計画

を作成することが可能となる。また、本年度予算範囲での無料アプリの利用には、データベース

化における制限や、視覚化における制限があった。 

今後は、情報管理と意思決定支援システムは誰でも使用でき、使用場面でカスタマイズしやす

い、クラウドシステムで開発されていく必要がある。 

 
 

Ａ．研究目的 

災害時における医療機関の、被災状況を知

ることはその地域における医療対応能力の評

価に必要不可欠である。被災地域における医

療機関の役割分担や、支援配分を判断する際

には、医療機関ごとの被災状況を素早い情報

収集や集約を行い、集計分析や可視化し、意

思決定につなげる必要がある。そこで、「令和

2年度岡山県地域医療 BCP構築事業」によっ

て、医療機関レベルにおける収集すべき被災

報告項目の抽出、報告項目の集計、集計項目

の可視化を行った。更に被災地域の医療需要

の一要因としての避難所の状況把握として、



 

15 

 

避難所アセスメントシート、避難者が避難所受

付時に記載する避難者カード、体調チェックシ

ート作成を行った。 

これらを受けて本研究では、被災地域の小

学校区における医療提供情報と被災者医療ニ

ーズ情報の一部を集約し、医療機関の役割分

担や医療支援配分の判断に結びつけることの

できる可視化情報のシステム化を目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

今年度は、災害時における医療機関の被災

状況の収集蓄積統合を行うために、岡山県内

の、県南東部２次医療圏５災害拠点病院にお

ける被災状況報告のフォーマットを調査し、共

通で使用できる報告項目を作成した。さらにそ

れら報告項目を Google form を用いて、デー

タ収集用の入力フォームの作成を行なった。

報告値を Google Sheets を用い、データベー

ス化を行い蓄積し、報告項目ごとに集計方法

を検討し、集計用の Google スプレットシートを

作成、計算式を入れ集計作業を行い、統合す

るデータベースを作成した。それら集計項目の

可視化を行うために Google データポータルを

用いて被災地医療機関の被災状況の可視化

を行うシステムを作成した。システムの概略と

しは、Google Formを使用した入力を行い、質

問に対し選択項目から選択を行うよう作成し、

入力の簡素化を行った。 

 

 

Ｃ．研究結果 

岡山大学病院を例に、提示する。 

被災状況報告項目 

医療機関 

 ■Google フォーム選択項目 

  ・医療施設名選択：岡山大学病院 

  ・フォーム選択 ：緊急/詳細（2種）✕ 診療

(病棟/外来)/施設管理関係/総務関係/診療

補助（4種） 

  ・建物選択：外来診療棟/中央診療棟/入院

棟西/入院棟東/総合診療棟西/総合診療棟

東/歯科診療棟 

  ・フロア選択：（各建物毎の階層を選択） 

  ・部署／場所選択：（各建物毎の部署/場所

を選択） 

  ・職種選択：医師/歯科医師/看護師/放射

線技師/臨床検査技師/ﾘﾊﾋﾞﾘ/臨床工学技士/

臨床心理士/栄養士/施設/総務/医事課/事

務/その他(ﾃｷｽﾄ) 

  ・入力者名：（テキスト入力） 

  ・連絡番号：（テキスト入力） 

  ・質問項目：（緊急／詳細にて選択項目変

更有り） 

 

被災状況集計出力項目 

出力部／可視化部 

 ■Google データポータル（ダッシュボード表

示） 

  ・地域小学校区：鹿田小学校区 

  ・病院マップ：岡山大学病院（各建物毎） 
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  ・緊急医療機関病棟：報告件数/EMIS 報告

内容 

  ・病院全体：負傷者(職員/患者)/施設確認/

医療品・医療資機材等 

  ・Table集計表：各建物毎 

 

1. 医療機関被災状況入力の流れ 

(ア) 入力項目は、場所や入力者を入力す

る基本情報と、被災状況を入力する

被災情報として構成した（図.1）。 

図.1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(イ) 医療機関被災状況入力項目は、医療

施設名、建物、フロア、部署/場所、職

種、入力者名、連絡番号があり、さら

に入力値と位置情報を紐づけることで

場所の特定を可能とした（図.2）。 

(ウ) 質問の選択項目は、入力を簡略化す

るために、選択方式で入力できるよう

にした（図.3）。 

(エ) 緊急入力と、その後の詳細入力の 2

段階報告方式を採用し、各部署や部

門に応じた質問項目を設定した

(図.4)。 
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図.2 医療機関被災状況入力の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図.3 質問の選択項目 
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図.4 質問項目〜集計 
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2. 小学校区における医療機関被災状況表示 

(ア) データ表示を Googleダッシュボードを

利用して表示した。 

(イ) 建物別表示として、各部門/場所から

の報告を集計・表示できる開発をした

（図.5）。 

 

図.5建物別医療機関の被災状況報告 
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（ウ）各部門/場所からのデータを病院全体の

総合評価を地図上に表示した。部署に異常が

ある場合には病院全体評価として、赤色の円

とその大きさで表示するようにした(図.6)。また、

医療機関内の被災状況を、デジタル・ダッシュ

ボード（計器盤）として視覚化した。 

 

図.6 医療機関被災状況評価と可視化 

（医療機関内被災状況） 
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（デジタル・ダッシュボード（計器盤 1）） 

 

（デジタル・ダッシュボード（計器盤 2）） 

 

 

 

 

 

 

 

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

25 

 

（エ）小学校区レベルでの表示では、医療機関

規模別（診療所等を含む）に重みづけをして、

災害拠点病院は１０、その他医療機関や診療

所等を１とした合計を母数として算出し、被災

のない医療機関の合計数値の割合を表示した。

安穏度判定として、５０％以下は赤色表示、５

０％〜８０％は黄色、８０％以上は緑色の表示

とした。（図.7） 

 

図.7小学校区内医療機関被災状況まとめ 

(鹿田小学校区の評価) 
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Ｄ．考察 

小学校区における医療機関被災状況を把握

するための報告内容には、医療機関間で大き

な違いはなかった。これら被災状況報告の質

問項目を、地域全体で同様式のフォーマットで

事前に作成しておくことによって、地域全体の

評価をすることが可能となる。また、手書きの

報告書でなく、被災状況報告電子化システム

を使用することで、入力作業や集計作業の効

率化を見込むことができる。医療機関で情報を

集約作業するための本部要員は、災害時の混

乱する状況では十分に確保できない。このフォ

ーマットの作成は、少ない人員の中でも効率

的に被災状況を確認し、即時意思決定、対応

につなげることに寄与できる。 

また、医療機関内の被災状況を位置情報と

紐づけることで、部署/場所の可視化を行うこ

とができ、どの建物の、どの場所の被災が大き

いかということを容易に確認することができる

ので、緊急対応やその部署の支援を効率的に

行うことができる。 病院の被災状況を可視化

することで、災害医療の原点である、資源の有

効活用、再配分に繋げることもできる。 

今回の開発では、完全無償範囲内でのシス

テム運用であったが、魅力的なダッシュボード

の活用をすることができた。国内外問わず

様々な BIツールが存在しているが、Googleデ

ータポータルは全機能を基本的に無償で使用

することができるため、誰でも気軽に使い始め

ることが可能であった。 無償で利用できるとい

うことは費用面のメリットはもちろん大きい。

Googleが提供するクラウド環境での安定稼働

を土台に、データの読み込み、ビジュアライズ、

共有を高い次元で利用することが可能であっ

た。 

編集・管理・共有がしやすい完全クラウドベー

スで提供されるため、Googleデータポータルの

利用に必要な環境は Webブラウザで可能であ

った。また、「閲覧のみ」、「編集可能」などの権

限コントロールもできるため、レポートの共有、

共同編集も自由自在に行うことができ、リアル

タイムに情報の共有が可能あった。 

Google クラウドは、様々なデータソースと接

続が可能であった。この機能は、他の様々の

データベースとの互換性さえよければ、本シス

テムの機能を利用できることを示唆している。

既存システムである、EMISや SIP4D、D24H 、

J-SPEEDなどのデータとの相互接続も今後は

必要であると考えられるので、多くのコネクタ

が提供されている Google データポータルでは、

将来的な接続性・拡張性も期待できる。このよ

うな本システムの利点は、システムの異なるデ

ータベースを複数のシステムで運用することを

可能とし、進化したデジタル技術とその応用と

いう Digital Transformation(DX)を災害医療分

野においても浸透させることが期待できる。 

 

Ｅ．結論 

本年度におけるシステム開発は、現状で無償

で使用できる Google Cloudを使用したシステ
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ム開発を行なった。無償でも可視化させるシス

テム開発を行うことができたが、有償の機能を

使用すればより自由度の高い入力フォームの

作成や、ビッククリエを使用することで効率的

なデータベースの作成、複雑な計算の実施が

可能となる。また、データの可視化を行う際に

はGoogle Map APIでデータベースとつなぐこと

で可視化の自由度も高くなり、表現の豊かであ

る意思決定支援システムの作成をすることが

できる。柔軟にシステム変更を加えていくため

には、ノーコードプログラムを使用し、より多く

の使用者が直接システムに修正や変更を加え

ることができ、さらにそれらが、リアルタイムに

反映され、様々な災害や、その時の状況に合

わせ対応できるシステムの構築が求められ

る。 

 

人的資源に限りがある災害時には、、より効

率的な意思決定をサポートするシステムの開

発は、災害対応などを現実的に実施する上で

は重要なシステムになる。災害時小学校区で

の医療提供体制を構築する際には、医療機関

の被災状況の集計を可視化することは効果的

と考えられる。今後の効率的なシステム開発を

行うためには Google社のような、システム開

発企業との連携が大きな鍵となる。システム上

のルールや仕組みを理解している、災害対策

本部の要員誰もが、必要な情報にアクセスで

き、それを自分で必要な形に可視化できるよう

なシステム開発が必要であり、開発可能であ

ることが示された。 
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Ｆ．健康危険情報 なし 

 

Ｇ．研究発表 なし 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 なし 
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